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安田層産ホタテガイとトウキョウ

ホタテガイの左殻における放射肋

渡部

Iはじめ に

ホタテカイPatinopecten(Mi之u加pecten)i/esso-

ensis'JAY)の放射肋(u､下fnにVﾉといy.激は15-20

（波部・{ﾉﾄ藤．1965)．トウキョウホタテガイP.A'/.

tokyoensisTOKUNAGA'のそｵ1は/『;殻で8前後（安

藤,1971大原．1972といわれており、m柿は肋数

の逮L､の夫でも容易に識別Lうるように恩わｵIる。砿

かに．イ1殻の場合は肋の断而形態のｲ1!逮もあって識別

は祥坊であるが・左殻では必ずしもそうでない場介が

ある。

先に篭肖は，男鹿半島の節I'M系j唯ホタテカイについ

て．庶出|稗位あるいは産地を異にする4糸'1の試料を!|i

いて肋数の変異を調査し報告Lた（波部、1983:側.ト

先鞭という）。その際．安Illlf'iﾘ2新統)のm>¥の'I'に、

肋数が｣|常に少ない左殻)|かあって．そｵ'らが形態的

にトウキョウホタテガイに近似してL，ることを脂摘L

たo

そこで今I"l.同居産の両緬の左殻を試料として．肋

数変異の‘堤態を明らかにL,肋放が1,1,1師を識別するう

えでｲI効な形質になりうるか秤か‘またwﾉ散り､外にI.l'j

mを縦別する手がか0となる形nはなL,かどうかを検

I汁して入た。その結果．

(a)試料では肋数7とその前後．および22とその前後

の三つの部分に多くの個体が分布ず-ること

(bl肋数9以下の個体がトウキョウホタテガイに．肋

imﾘ､上の個体がホタテガイにそｵ'ぞjiH定できる

こと

(cl肋数が10-12の問にも少数の個体が分布している

ため、肋数は両種の識別に決定的な形簡とはなりえ

ないこと

dLかL.肋数では柿を識別できないm体でも,)!Jノ

＊秋ill鼎立博物館

屍＊

の抽弱とそｵIらの殻炎上の分布などから，ある縄哩

は識別"J能で"》ること

などが|ﾘlらかになった。

この研究は、トウキョウホタテガイが多品に得らｵ1

る産地が1,1-1ﾉ1ではノナのところ外に知られてし､ないため．

l地!､！;(・’11騨唯の試料をもとにして行ｵっ＃1たものであ

る。ホタテガイとトウキョウホタテガイの巾|州的形態

をもったfl.'.1体がｲ｢;/H-tることIど|体‘こオ'まで注I!さｵ’

ることがなかったことからゑて，この地点のこのI騨準

のゑに見らｵ1る特殊な現象であるのかも1-ル1ない。こ

‘うLた問題:'iもあるが，一応以下に詳細を報告する。

Ⅱ試料と計数

この研究にIllいた試料は，槙式地（秋hiiv,-';]鹿市/I.

'I!介安fflの〃雌）における安ffl層の雄底部から採喋し

たものである(先細，魂l図のD地点)。この地点にお

いて安nIl瀞は．1,.位の鮎川層を不稚介に笹い，不慾介

而のifT上に厚さ約10cmの貝化両密集層を伴う。

先鞭で取*5扱った試料D(左ｲI両殻)ばこの貝化イi屑

?であ'）、その左,殻を今hllの研究の試料の一部として

川した。こオlを,試料Diとする。試料Dはもともとホタ

テガイだけを対象とLて選別されたものなので．トウ

キョウホタテガイは除外さオ'ており．両締の中間的形

態をもった個体も除かれている可能性がある。そこで

Diとは独I/.に、m肺を対象とLた試料を上述の貝化ｲi

層から新たに採雌I,こｵ1をD2とl_た。

試料D2の採雌にあたっては．Dの採蛎と同様．ロI能

な限0珍品:の恥IV'物をとるように努め．その｢I'に含ま

れている[,I,j仰のすべての殻を採集するようにした。そ

のうえで，/㎡殻の匙を選び出し、破損等で肋数の計数

にたえないものを|縦いた。その結果D2は183殻片から
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渡部

なる試料となった。

なおDi．D2とも．右殻と合殻の状態で得られた個

体は全くない。また'1,型の個体が塚,<、両試料とも半

数以上の殻が殻高SOnmを越えない。

肋数の計数は先報と同様にして行った。先報では計

数法を“〈殻頂を中心とした半径2cmの線上に存在す

る放射肋〉を太い細L,にかかわらずすべて数え，この

値をその殻片の放射肋数とみ､なすことにした”と述べ

た。しかし実際には，先鞭の場合も今I"lもIS1(1から

高さ方I'ﾘに測って2cmのところにある成長線上の放射

肋〕を数えたので，先報のく〉内の炎現を〔〕内

のように訂正する。なお，殻頂から2cmの位i蹄に成長

線が認められるとは限らないので、その場合は，その

位置にｲn当する成長線を，上下の成長線から内挿的に

仮定した。

Ⅲ試料を構成する種の検討

ホタテガイPα〃nopeclen屈の極(¥1柿を含む）にお

いては．右殻にその種の特徴がよりlりI隙に'11現するの

で．左殻だけでは種を確実に識別できない場合がある。

今ln1の試料は前述したように左殻だけであるため，対

象とした2種以外の種個体が混在している可能性があ

る。ここではその点を検討してみ､る。

今I"!の試料の個体はすべて片殻となって藤川Lてい

るので．各個体の種は必ずしも確実に決定できるわけ‐

ではない。しかし．右殻であれば正砿な同定ができる

から，試料と同[1寺に得られたすべての右殻片の柿を検

討してみる必要がある。先報と同様，左右の殻が'11じ

個体群から供給されたと仮定するならば．イィ殻につい

ての検‘;､i結果は左殻についても成立すると考えるべき

で､ある。

ホタテガイMizu加pectenM属の'I'で、その左殻がホ

タテガイP.(M.)yessoensisyessoensisもLくはト

ウキョウホタテカイP.(M.)tokyoensistokyoensis

の左殻と近似しており．かつ試料産出屑の年代と同じ

か近接Lた年代に生存していたものとして．ヨコヤマホ

タテカイP.[M.)yessoensisyokoyamae,P．(M.)

pseudoyessoensis,ホクリクホタテガイP.(M.)to-

kyoensis加紬(ん,』ensis.七ﾏﾀﾎﾀﾃｶｲP.(M､）

tokyoensissematens応などがあげらllる。ヨコヤマホ

タテカイは肋の数が25-30とやや多く、イi殻のそｵ1が

届

高く角ばっている‘'､1，(で,pseudoyessoensisはイ｢殻の肋

が脱縁近くで2．3の細肋に分れる点でそれぞｵ,ホタ

テガイからK'/Jilされ．ホクリクホタテガイは右殻のIノノ

が細肋に分ｵ'ない1,'(で、七マタホタテガイは右殻のふ

くらゑが弱く、肋も低い点でそれぞれトウキョウホタ

テガイからK別されているAkiyama.1962．Masu-

DA、1962)。

試料と同時に採唯された右殻片をすべて観察してゑ

たが．以hのような1.'｣微をそなえた個体は発見できな

かった。Lたがってイi殻はすべてホタテガイとトウキ

ョウホタテガイにI可定できる。この結果から．今["Iの

試料には、ホタテガイとトウキョウホタテガイ以外の

種'm純）の混在はないと判断される。

なお．今'11lのように|可一単層の一部から得られた化

石を試料としてN1いる場合．同一種内の#.鞭の差を|川

題にする必嬰は、柿'¥mの定義からゑて原川的に

はない。なぜならこのような試料は、二次化r,が含ま

れていない限り、ある限られた時間内に，ある|限られ

た空間内にﾉ|そ存していた個体群から供給されたものと

考えられるからであ0．そのような個体群に|可一祁内

の複数I川純が含まれることはありえないからである。

Lかし、一般には靴か'II確かという判定の確実なきめ

手はないlIlMiほか.1977-と1，われており、かつ試

料を採縦したif'Mがｲく幣介而直上にあって、二次化ｲI

の含まI1ている"f能代が完全には否定できない．など

の理由により、あえて'Ill種とゑなされているレベルま

で検討してゑたものである。

Ⅳ肋数の変異

試料D2の肋数分布をmiに示した。このnから水'試

料は，肋数が7－30の範,jNにあり、7および22の二つ

のモードをもつことがわかる○

二つのモードが肋数分布域の両端近くに寄ってお>)、

間に個体数の非常に少ない部分があるので．試料には

肋数分布位慨の大きく災なる二つの母集団に由来する

個体が含まれていると判|折される。母雌RIの一つがホ

タテガイに，他の一つがトウキョウホタテガイにｲs当

するものて.あることは疑う余地がないので．水試料に

おいては,Bﾉﾉ数が伽を縦別するうえで非常にｲI効な形

質であることになる。IIjJ数7の個体は卜↑ツキョrツホタ

テガイを．22の個体はホタテガイをそれぞれ代表する
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ものである。

しかしまたⅨIIには、I,1,J師のI川が111J敬''1りに完粂に辿

統している状態が示されている。これはI,I,J靴の肋数の

変災が，その端と端の部分で噸なり合っているという

ことである。したがって，その部分IIﾉﾉ数9-13のあ

たりと考えられる）に分ｲ¥iする|問休では．肋数が砿識

別の決定的形質にはならない。これらのm体につl､て

は後述する。

なお先報で扱った試料Di(135殻叶)は，肋数の分*

範1用が12-28で．肋数の平均他が21.2、標準fliiî S．Ih

を示した。試料D)と同陳D2についても,wJ数12以卜

の部分（147殻ル･）について平均値と隙雌Aii兼を求めて

ゑたと二ろ．それぞれ21.2.3.02を示し、Diとよし､一

致をゑた。

V肋による種の識別

m版1－Ⅳに，拭料Dl・D2の個体の一部を示した。

ここではまずこのI又Iを中心にLて，ホタテガイとトウ

キョウホタテカイの肋を．その数以外の観点（肋の強

弱と．強弱の肋の殻表上における分布）から比岐L、

次にその結果を．Ⅳで間迦とLた、肋数では種を識別

できない肋数分ｲ17城の|間休に適用してゑる。

トウキョウホタテガイの場合．各左殻片上で，強い

Mjと弱い肋とがlﾘlらかに|ﾒ別てきる。図示した肋数5

－8の左殻片のうち，1．5を除いた各殻片には．殻

の'I'ﾘ&部に強い4水の肋があり．その前方と後方にそ
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れぞれ1．2本の弱L､肋が認めら＃'る。1にはIlil部の

弱い肋はなく，後部にl木認めらﾙlるだけであり．結

果としてこの殻片の肋数は5となっている。また5で

は、強い肋のうちの1本が弱まっているため、強い肋

が他より少なく3本であるように見える。4と5にお

'.､ては，強い肋の間に．脱縁近くで弱い肋が発ﾉ¥--.lか

けている状態が認められる。

本種を最初に記紋したTokunaga(1906)は，左殻

の肋について、"ribsfew,eightinnumber,sharp

andkeel-likebeneaththeumbones,butbecoming

lesssharpneartheventralmargine"と述べており

各肋の強弱とそれらの殻表上の分布についてはふれて

L,ない。しかし彼の反l示した木樋の左殻(PI.V,figs.

2,4,6,8,10)には，中央部の強い4－5本の肋と

前後部の弱い肋が認めらﾙI,個体によっては強い'i!ﾉの

間の弱い肋も認められる。

したがってトウキョウホタテカイの左殻のIIﾉﾉは．雌

本的にば強い4本の肋と．それらの前後に、および時

にはそれらの問に発ﾉ1弓.する介せて数本の弱いBjjからな

るということができる。秋Ill県立博物館所蔵の他産地

の標本や､近年図示された木櫛左殻のいくつかの例一

Akiyama1962)のpi.n,fig.3.,安mmmの図

66、藤|｣|(1982)の図版170-1645a,糸魚川・柴Ill19

77）の図版23－5，紺野・松浦(1968)の図10,Ma-

suda(1962)のPI.25,fig.4．．森・長HIQ979)の

図版9－3，渡部'1982)の図版Ⅱ－4など－の｢I'

にも、この見解を否定するものはない。

一方ホタテカイの左殻は，先報て､|剛示したので，試

HD2のモードの位間にあるもののうちimをlxl示する

(22）にIiこめるが↑これを見ると,IliJは殻'Miif!Iで!uも

強く，前後両方向へLだいに弱くなっていく。!げに前

後端の肋は弱く不Iﾘ}瞭であるもffi1に'I'史寄りに、1,1,｣叩ii
．L1,18

側にある肋より弱いwJがH1れることもある（先細のm

版1－9．Ⅲ－11など）が，余休としてはliij後端にI'.J

って肋がしだいに弱くなる現像は，水仰につし､てはき

わめて一般的であり．トウキョ･『ラホタテガイで見られ

るような強いillJと弱いI1ﾉ]の'ﾘl瞭な遠いを認めることは

できない。

以上のようにI,l,j極では，左殻殻表bの肋の強判とそ

れらの分布の特徴がyIなる。次に，仰の!識別が|Ⅱ腿と

なる肋数分布域の左殻を．この特徴の速いによって識

肢

別できるかどうか検刷･して黙る。

図版Iに示した殻叶のうち，最多の肋数を有するも

のは8と9であり、L,ずれも肋数は9である。この2

fl^iはIﾘlらかにトウキョウホタテガイの特徴を備えてい

るので，水柿に同定できる。したがって肋数9未満の

杵左殻片はトウキョウホタテガイとゑなすべきである。

このことは，試料D2の度数分布におL､て木種に相当す

るモードの位満が肋数7であり，9にきわめて近いこ

とや.試料D2の肋数12以上の部分の度数分布を正規分

布と仮定した場合（蛎実、正規分布から有意のずれは

検Illできなし､.肋数9以下のホタテガイが存在する確

率は約0.005%ときわめて低いことなどから墓ても妥当

で．ある。

図版Ⅳに示した肋数13以上の殻片は，いずれも明ら

かにホタテカイの特徴を備えている。木下'1935'の

現牝ホタテガイに関する研究では，左殻で最少肋数13

の個体が見川さオ,ており，肋数13以上の左殻片をホタ

テガイに|司定するのは．現生の本種の変異からゑても

妥当といえる。

問題はlljJ数10-12の左殻片（図版Ⅱni)をどう識

別するかである。これらの各殻片について，上述した

[,l,j純の称徴にもとづいて検I汁Lてゑると次のような結

果が得らJIる。

(a)12は肋に強弱がある点でトウキョウホタテガイ的

であり，13もこれに近い。

(b)15はijﾉﾉの強さが安定してお0,前後方になるにつ

ル,てLだいに弱まる点でホタテガイ的であり．10は

Vﾉ激が少なL､が.15と|司様な特徴がi認められる。

c11と14の2mは最も中|州的であるが,Itは肋の強

さがやや不安定であり，14はかなり安定的なため，

前苫はトウキョウホタテガイ的であり，後者はホタ

テカイ|‘|<｣て､ある。

この結県により，得殻叶をI､ウキョウホタテガイの

僻微をより強く備えたものから，ホタテガイの特徴を

より枕<もつものへとi¥列しなおLて象ると、

12,13,11.14,10,15

となる。これはIllﾉ数でいうと

11,11,10,12,10,12

のIIm序になる。

このように，今I"lの試料で2供､る限り．l,i,J種の中間的

IIﾉﾉ数を有する左殻であっても、IIﾉﾉ数そのものとは関係
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なく，どちらかの種の特徴がより強く出現していると

いうことができる。それぞれの左殻片について，あえ

て砿を決定する必要があれば，各左殻片に対応する右

殻片が発見されない以上，この特徴をもとにする以外

にない。その場合は，11．12．13をトウキョウホタテ

ガイに同定L，10．14．15をホタテガイに同定するこ

とになる。LかLこの場合．特に10，11，14の同定に

ついては問題が残るものと‘恩ｵっｵ'る。
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RadialRibsontheLeftValvesofPatinopectenyessoensisα"J及加伽“"s応

fromtheAndenFormation(Pleistocene),

OgaPeninsula,NortheastJapan

AkiraWATANABE

AbstractTheleftvalvesofPα〃71oPec蛇nyessoensisandP."ﾙyoensishasbeencollectedfromthe

basalpartoftheAndenFormationatthetypelocality．Thenumberofradiali､ibsofeachvalveshasbeen

countedandanalizedstatistically・AsforP.iﾉessoens(,9,themostnumerousvalesarethatwith22radial

ribsandasforP・tokyoeﾉisis,thatwith7.Thefrequencydistributionofthenumbci､ofradialribsofP,

yessoensisoverlapswiththatofP.tokyoensis.The【､eforetheleftvalvesofP.to片y0e"slsaI､enotalways

distinguishablefromthoseofP,jﾉessoensisbyitsfewerradialribs.
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渡部展

図版の

(a試料D1．，2から22殻片を選び図示した。

lb;図は，放射肋の少ないものから多いものへと配列

し，通し番号で表示した。

(c各殻片の大きさは異ってL､るが，比較に便利なよ

うに，各図版内で各図をほぼ同じ大きさにした。

(dl図版Ⅱ．Ⅲには実物人の図も掲げた。

(a)各図のRは放射肋数を,Hは殻rt'mm;を,sは

その殻片が屈している試料名をそれぞれ表して↓､る。

Hの代りにL(殻長）を表示した殻M"もある。

説明

図版I

トウキョウホタテガイ恥imopecten'Mizuho-

pecten)tokyoensisTOKUNAGA)の左殻。

図版Ⅱ．Ⅲ

トウキョウホタテガイとホタテガイの中間的放射肋

数を有する左殻。各図のbは実物大。14は先報の図版

I－lとM-個体である。

図版Ⅳ

ホタテカイP.(M.)yessoensis(JAY)の左殻。

17は先報の図版1－2と，21は図1－4とそれぞれ同21は図1－4とそれぞれ|可

一個体である。
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安Ill層産ホタテガイとトウキョウホタテガイの左殻における放射IIIj

図版I
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図版Ⅱ
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安'Ⅱ噌雌ホタテガイとトウキョウホタテガイの左殻における放射肋

図版Ⅲ
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渡部展

図版Ⅳ
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